
1 
 

               

※ ペンネーム：めいみ 

 

 

 

 ８月１３日（水）お天気にも恵まれ、伊深町納涼盆踊大会が開催されました。 

 昨年も人の多さに驚いたのですが、今年は更に多くの人がところせましと集 

まって、歩くのもたいへんなくらいに賑わってい 

ました。生ビールやかき氷などの出店や、昔懐かしい射的やくじ、 

子ども花火大会などそれぞれに楽しむ人々の姿が見られました。 

   出店を担当するメンバーが、子どもの目線に合わせて腰をかが 

めながら、優しい口調で対応する姿が印象的 

でした。また、今年は小学校の校門の入口に、 

シルバー優先席が設けられ、高齢者もゆっく 

りと、盆踊りの雰囲気を楽しむことができるよう 

な配慮がなされていたのも素敵でした。 

  踊りの途中で、迷子の放送が入ると「甚平を 

着た迷子」を多くの人が協力して探し、無事に 

保護者の元に戻り、一安心しました。伊深の皆 

様の温かさを感じる出来事でした。 

踊りの輪は、やぐらを囲んで３重になるほど、 

                        子どもから大人まで入り混ざって、躍動し、舞う 

人々の熱気に満ちあふれていました。どの人も 

笑顔があふれ、汗だくになりながら、踊り疲れて 

も、曲が替わると、また輪の中に混ざって楽しん 

でいました。昨年よりメンバーが増え結束の強 

まった『伊深音頭』保存会「ひまわり」による、唄 

の披露もありました。当協議会では、今年も「焼 

きそば」と「枝豆」を準備し、大盛況でした。 

大会実行委員会の皆様と、参加してくださっ 

た多くの皆様のご協力で、伊深町納涼盆踊大 

会は楽しく、大成功となりました。準備から後片 

付けまで、本当にお疲れ様でした。 
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●９月、１０月に以下の事業を実施する予定で進める（一部協力する）ことにしました。 

・9 月１６日 伊深小 5 年生稲刈り学習のお手伝い 

・１０月４日 お月見コンサート 

     
 

７月２４日～８月２６日までの間に、学童の子どもたちが８回に分かれて、 

伊深交流センターの調理室で、伊深ごはん研究会のメンバーや、保護者、 

協力してくださる地域の人と一緒にクッキングを楽しみました。 

 献立は、「梅干しとしそのおにぎり」、「野菜たっぷりのおみそ汁」、「カボチ 

ャの煮物」、「ベーコンと夏野菜のオーブン焼き」、「サラダ」です。 

 学童クッキングは２０２１年から実施しており、高学年の子どもは、もう何度 

も参加していることもあって、手際良く調理ができていました。逆に、低学年 

の子どもは、何をするにもハラハラしますが、「やってみたい！」という好奇 

心を大切に、役割を担ってもらいました。毎年継続することで、子どもたち 

の成長を感じられる時間にもなっています。 
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 毎年８月には、戦争や平和についての特集や報道が多くな 

されます。特に、今年は戦後８０年ということで、“戦争”の記憶 

の継承が話題となりました。 

 伊深親子文庫では、文庫の仲間だった若い母親が、「戦争 

のことはあまり知らない」とつぶやいたことがきっかけとなって、 

「若い人達に伝えなければ」とこの『戦争の記録』を刊行された 

そうです。すでに４６年前から、継承に取り組まれていたのです。 

伊深交流センター内のギャラリー伊深では７月から『戦争の 

記録』と、「平和を希（ねが）う本」の展示を行っています。 

「『戦争の記録』は決して声高に反戦を訴えるのではなく、伊 

深村の人々の手紙や日記を通して当時の暮らしを淡々と１９７９ 

（昭和５４）年～２０１７（平成２９）年まで毎年伝え続けて来まし 

た。それはただただ二度と子供たちや身近な大切な人達を戦 

争に送り出したくない女性たちの切実な願いなのです。」 

（「展示にあたって」より）。戦争の記録や、記憶とともに、伊深 

の女性たちが刊行した「切実な願い」に触れ、継承をしていきたいものですね。 

報告 

報告 

伊深親子文庫による 

『戦争の記録』の展示 

今年も、夏休み学童クッキングを実施！！ 


